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背景・ねらい 結果
これまでの品種開発（育種）では、育種担当者が長年の経験や知識を
もとに、作物の特徴や家系の情報を参考にしながら、交配に使う親を選び、
有望な個体を選抜してきました。近年は、収量や品質の向上に加え、気
候変動への対応やスマート農業への適応など、多様なニーズに応える品種
開発が求められています。しかし、新品種の開発には一般に10年程度の長
い時間がかかるため、より効率的な育種が課題となっています。
そこで本研究では、品種や系統の情報や、交配後に生まれる次の世代の
特徴を予測した結果を、Web画面でわかりやすく確認できる育種支援シス
テムを開発しました。これにより、有望な交配親を効率よく選び、育種の効
率化を図ることで、スマート育種の実現を目指します。
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育種支援システムは、これまでに蓄積された品種や系統の情報を活用し、
交配の検討を支援するシステムです。
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「品種特性情報」で、品種や系統が持つ特徴（収量や病気への強さなど）
を表示できます。

「後代予測」で、交配を行う前に、この組み合わせで交配すると、どのような
性質の品種ができそうかを、ゲノム情報から予測した結果を表示します。

①タンパク質含有量を
45%以上に絞り込み

タンパク質含有量を45以上に設定したときの組合せ数

②収量での並べ替え

③交配組合せ候補
タンパク質含有量▼
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例：育種目標を満たす範囲
タンパク質含有率 45%以上
収量400kg/10a以上

交配組合せ
● A x B
● A x C
● A x D
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交配組合せ「AxB」「AxC」「AxD」を検討した結果、育種目標を満たす交
配組合せが「AxD」のみであった場合、育種目標を満たさない「AxB」およ
び「AxC」を事前に除外することで、交配から選抜・評価までの育種プロセ
スを効率化できます。

育種支援システムの後代予測の検証

多収品種と高タンパク質品種を交配した場合の後代予測結果と、実際に
選抜された系統の結果がどの程度一致するかを検証しました。図では、赤
点が種子親、黄点が花粉親を示し、後代の予測値の分布を緑点で表して
います。さらに、実際に選抜された系統を青点で示しています。選抜系統の
収量は予測分布の範囲内にあり、後代予測の有効性が確認されました。

育種支援システム
「後代予測」ページの表示

育種支援システムの機能
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